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1. 平成27年3月期第2四半期の業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日）

 当社は、平成26年３月期第２四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成26年３月期第２四半期の数値及び平成27年３月期第２四半期の
対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

(2) 財政状態 

 

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 5,909 ― 1,162 ― 1,191 ― 686 ―
26年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 107.72 ―
26年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 9,799 7,923 80.9 1,244.03
26年3月期 9,224 7,237 78.5 1,136.30
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 7,923百万円 26年3月期 7,237百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
平成27年３月期の配当予想につきましては未定であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― ― ―

3. 平成27年 3月期の業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,006 24.9 2,601 18.3 2,701 20.7 1,566 16.7 245.96



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 6,369,000 株 26年3月期 6,369,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q ― 株 26年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 6,369,000 株 26年3月期2Q 6,369,000 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本

銀行による金融緩和政策により、企業収益や雇用情勢の緩やかな回復の兆しが見られました。しかしながら、円安

に伴う輸入原材料やエネルギーコストの上昇等が影響し、依然として先行き不透明な状況が続いております。

 このような状況の中、当社では、派遣先企業の新規開拓、既存派遣先との取引拡充、新入社員の大量採用による

営業人員の増加、教育を行うことによる生産性の向上に努めてまいりました。

 その結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高が5,909,232千円、営業利益が1,162,299千円、経常利益が

1,191,783千円、四半期純利益が686,083千円となりました。

 

セグメント別の業績は次の通りであります。

＜代理店事業＞

 代理店事業におきましては、新規顧客及び既契約顧客に対して電話による保険募集活動を行っております。保険

募集時における体制整備の強化等が計画通り完了し、大量採用により増加した営業人員の教育を行うことによる生

産性の向上に注力いたしました。

 その結果、当第２四半期累計期間の代理店事業の売上高は3,330,472千円、営業利益は1,161,052千円となりまし

た。

 

＜派遣事業＞

 派遣事業におきましては、派遣先企業へ保険募集活動を行う従業員を派遣しております。前事業年度に引き続

き、独自の顧客リストを豊富に保持している企業の新規開拓や、既存派遣先企業との取引拡充に注力いたしまし

た。

 その結果、当第２四半期累計期間の派遣事業の売上高は2,578,760千円、営業利益は428,929千円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

  前事業年度末 当第２四半期会計期間末 増減

  千円 千円 千円

総資産 9,224,874 9,799,572 574,698

負債 1,987,753 1,876,367 △111,385

純資産 7,237,120 7,923,204 686,083

総資産は、現金及び預金の増加等により、前事業年度末に比べて574,698千円増加の9,799,572千円となりました。

負債は、法人税等の支払等により、前事業年度末に比べて111,385千円減少の1,876,367千円となりました。

純資産は、利益剰余金の増加により、前事業年度末に比べて686,083千円増加の7,923,204千円となりました。

 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、7,584,042千円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益が1,190,990千円となったこと等により、493,534千

円の収入となりました。 
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が30,661千円となったこと等により、

47,491千円の支出となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、株式公開費用の支出が6,000千円となったこと等により、6,459千円の支

出となりました。 
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成26年６月16日に公表しました業績予想から修正を行っておりません。

なお、業績見通し等の将来に関する情報は、現在入手可能な情報から得られた当社経営者の判断に基づいており

ます。従いまして、これらの業績見通し等に全面的に依拠することはお控えくださるようお願いいたします。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,144,459 7,584,042 

売掛金 1,023,767 1,184,756 

その他 305,889 284,766 

流動資産合計 8,474,116 9,053,565 

固定資産    

有形固定資産 288,956 300,570 

無形固定資産    

のれん 122,199 95,319 

ソフトウエア 14,335 18,201 

無形固定資産合計 136,535 113,521 

投資その他の資産 325,266 331,914 

固定資産合計 750,758 746,006 

資産合計 9,224,874 9,799,572 

負債の部    

流動負債    

未払金 725,523 892,265 

未払法人税等 799,682 508,264 

役員賞与引当金 45,000 18,500 

賞与引当金 224,184 227,789 

解約調整引当金 87,492 107,792 

その他 104,061 121,423 

流動負債合計 1,985,944 1,876,035 

固定負債    

その他 1,809 332 

固定負債合計 1,809 332 

負債合計 1,987,753 1,876,367 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,237,667 2,237,667 

資本剰余金 2,137,341 2,137,341 

利益剰余金 2,862,111 3,548,195 

株主資本合計 7,237,120 7,923,204 

純資産合計 7,237,120 7,923,204 

負債純資産合計 9,224,874 9,799,572 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

売上高 5,909,232 

売上原価 3,640,489 

売上総利益 2,268,743 

販売費及び一般管理費 1,106,443 

営業利益 1,162,299 

営業外収益  

助成金収入 34,352 

その他 1,660 

営業外収益合計 36,013 

営業外費用  

株式公開費用 6,000 

その他 529 

営業外費用合計 6,529 

経常利益 1,191,783 

特別損失  

固定資産除売却損 793 

特別損失合計 793 

税引前四半期純利益 1,190,990 

法人税、住民税及び事業税 485,680 

法人税等調整額 19,226 

法人税等合計 504,907 

四半期純利益 686,083 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

  （単位：千円） 

 
当第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 1,190,990 

減価償却費 46,756 

のれん償却額 26,879 

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,605 

解約調整引当金の増減額（△は減少） 20,300 

固定資産除売却損益（△は益） 793 

売上債権の増減額（△は増加） △160,988 

未払金の増減額（△は減少） 147,250 

その他 △7,283 

小計 1,268,303 

法人税等の支払額 △774,769 

営業活動によるキャッシュ・フロー 493,534 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △30,661 

無形固定資産の取得による支出 △6,258 

敷金及び保証金の差入による支出 △15,845 

敷金及び保証金の回収による収入 5,273 

投資活動によるキャッシュ・フロー △47,491 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

リース債務の返済による支出 △459 

株式公開費用の支出 △6,000 

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,459 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 439,583 

現金及び現金同等物の期首残高 7,144,459 

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,584,042 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額
（注）１ 

四半期損益計
算書計上額
（注）２   代理店事業 派遣事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 3,330,472 2,578,760 5,909,232 － 5,909,232 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － 

計 3,330,472 2,578,760 5,909,232 － 5,909,232 

セグメント利益 1,161,052 428,929 1,589,982 △427,682 1,162,299 

（注）１．セグメント利益の調整額△427,682千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

    ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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